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常
陸
大
宮
市
総
合
計
画
審
議
会
（
駒
田

強
会
長
ほ
か
委
員　

人
）
で
は
、
矢
数
市

２８

長
が
諮
問
し
た
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
「
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
安

心
・
快
適
な
活
力
の
ま
ち
」
を
将
来
像
と

す
る
総
合
計
画
案
（
基
本
構
想
、
前
期
基

本
計
画
）
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
慎
重
に

調
査
・
審
議
が
重
ね
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と

結
審
さ
れ
、
要
望
事
項
を
添
え

て
矢
数
市
長
へ　

月　

日
に
答

１０

１２

申
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
方
地
域
審
議
会

（
木
村
眞
一
郎
会
長
ほ
か
委
員

９
人
）、
美
和
地
域
審
議
会
（
瀬

賀
洋
会
長
ほ
か
委
員
９
人
）、

緒
川
地
域
審
議
会
（
長
沼
功
会

長
ほ
か
委
員
９
人
）、
御
前
山

地
域
審
議
会
（
古
田
土
滋
会
長

ほ
か
委
員
９
人
）
に
も
総
合
計

画
案
を
同
様
に
諮
問
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
審
議
が
行
わ

れ
、
こ
の
度
、
各
地
域
の
要
望

事
項
な
ど
を
添
え
て
答
申
さ
れ

ま
し
た
。

総
合
計
画
と
は
…

　

総
合
計
画
と
は
、
自
治
体
の
全
て
の
計

画
の
基
本
と
な
る
も
の
で
、
長
期
展
望
に

立
っ
た
計
画
的
、
効
率
的
な
行
政
運
営
の

指
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
総
合
計
画
は
、
合
併
協
議
で
多
く

の
議
論
を
い
た
だ
い
た
新
市
建
設
計
画
の

基
本
的
な
考
え
方
を
継
承
し
つ
つ
、
少
子

高
齢
化
、
環
境
問
題
、
国
際
化
な
ど
社
会

が
直
面
し
て
い
る
課
題
へ
の
対
応
や
、
本

市
が
県
北
西
部
の
中
心
的
な
都
市
と
し
て

成
長
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
の
内
容

　

総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、

実
施
計
画
の
３
つ
の
計
画
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

総
合
計
画
の
計
画
期
間

　

総
合
計
画
の
計
画
期
間
は
平
成　

年
度

１９

か
ら
の　

年
間
で
す
。

１０

　

基
本
計
画
は
、
最
初
の
５
年
間
に
つ
い

て
は
前
期
基
本
計
画
を
策
定
し
、
残
り
の

期
間
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
や
前
期
基
本
計
画
の
実
施
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
、
後
期
基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
実
施
計
画
は
、
３
年
間
の
計
画

を
毎
年
度
更
新
し
て
い
く
ロ
ー
リ
ン
グ
方

式
で
策
定
し
、
予
算
や
組
織
な
ど
の
実
状

と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
毎
年
度
改
定
し

ま
す
。
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総
合
計
画
審
議
会
で
の
審
議

　

平
成　

年
３
月　

日
に
市
長
が
諮
問

１８

２７

し
、
協
議
の
結
果
次
の
よ
う
な
要
望
事
項

が
追
記
さ
れ
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
答
申
書
一
部
抜
粋
）

計
画
の
周
知
と
市
民
参
加

　

本
計
画
を
推
進
し
、
市
の
将
来
像
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
理
解
と
協
力

が
必
要
と
な
る
た
め
、
計
画
の
趣
旨
及
び

内
容
を
市
民
に
積
極
的
に
情
報
提
供
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
市
民
の
主
体

的
な
参
加
を
求
め
、
市
民
と
行
政
と
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進

す
る
こ
と
。

施
策
の
推
進

　

本
計
画
の
効
果
的
な
推
進
を
図
る
た

め
、
合
理
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営
に

努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
地
方
財
政
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
各
事

業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
財
源
の
確
保

と
効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
る
こ
と
。

社
会
変
化
等
へ
の
対
応

　

本
計
画
は
、　

年
間
の
長
期
に
渡
る
ま

１０

ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
社

会
経
済
情
勢
の
動
向
や
市
民
の
要
望
を
的

確
に
把
握
し
随
時
見
直
し
を
行
う
な
ど
、

柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
。
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地
域
審
議
会
で
の
審
議

　

平
成　

年
３
月
に
４
つ
の
地
域
審
議
会

１８

そ
れ
ぞ
れ
に
市
長
が
諮
問
し
、　

月
ま
で

１０

協
議
を
行
い
、
次
の
よ
う
な
要
望
事
項
な

ど
が
追
記
さ
れ
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
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申
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【
山
方
地
域
審
議
会
】

�
本
計
画
を
推
進
し
、
市
の
将
来
像
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
理
解
と
協

力
が
必
要
と
な
る
た
め
、
計
画
の
内
容

に
つ
い
て
周
知
徹
底
す
る
こ
と
。

�
み
ん
な
の
手
作
り
で
築
く
ま
ち
を
推
進

す
る
た
め
、
市
民
の
意
識
の
高
揚
を
図

る
と
と
も
に
、
地
域
づ
く
り
や
自
治
活

動
の
中
心
的
役
割
を
担
う
行
政
区
へ
の

加
入
を
促
進
す
る
こ
と
。

�
文
化
活
動
等
の
成
果
発
表
や
す
ぐ
れ
た

芸
術
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
市
民
が
等
し

く
享
受
で
き
る
よ
う
、
山
方
地
域
に
お
け

る
文
化
の
拠
点
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
。

【
美
和
地
域
審
議
会
】

�
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
な
ど
、
少

子
化
対
策
を
重
点
的
に
推
進
す
る
こ
と
。

�
道
路
は
市
民
生
活
の
向
上
に
不
可
欠
な

も
の
で
あ
り
、
整
備
の
遅
れ
て
い
る
美

和
地
域
の
道
路
に
つ
い
て
は
早
急
に
整

備
を
進
め
る
こ
と
。
ま
た
、
緒
川
ダ
ム

中
止
に
伴
う
関
連
地
域
振
興
計
画
を
速

や
か
に
完
遂
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

�
児
童
数
減
少
が
進
む
美
和
地
域
の
小
学

校
に
つ
い
て
、
適
正
規
模
の
維
持
に
考

慮
し
つ
つ
、
今
後
の
学
校
運
営
を
進
め

る
こ
と
。

【
緒
川
地
域
審
議
会
】

�
住
む
人
が
い
て
の�
ま
ち
づ
く
り�
で

あ
り
、
定
住
促
進
に
つ
な
が
る
雇
用
の

場
の
確
保
な
ど
人
口
減
少
に
対
し
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
。

�
食
料
等
の
供
給
や
緑
地
空
間
の
提
供
な

ど
重
要
な
機
能
を
有
す
る
農
地
や
森
林

を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
農
林
業
従
事

者
の
高
齢
化
に
対
応
し
た
実
効
あ
る
農

林
業
の
振
興
策
を
推
進
す
る
こ
と
。

�
市
民
が
老
後
の
生
活
の
憂
い
な
く
、
生

涯
を
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
国
民

年
金
の
加
入
促
進
と
保
険
料
の
徴
収
率

向
上
に
努
め
る
こ
と
。

【
御
前
山
地
域
審
議
会
】

�
中
越
地
震
や
豪
雨
等
こ
れ
ま
で
の
災
害

の
教
訓
か
ら
、
防
災
体
制
の
充
実
・
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
防
災
無
線
の
有

効
活
用
を
進
め
る
こ
と
。

�
＊

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
の
理
念
の

普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、
障
害
者
が

地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
施
策
の

充
実
を
図
る
こ
と
。

�
遠
距
離
通
学
や
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確

保
対
策
と
し
て
、
御
前
山
地
域
の
統
合

小
学
校
の
開
校
に
あ
わ
せ
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
を
開
始
す
る
こ
と
。

《
総
合
計
画
審
議
会
及
び
地
域
審
議
会
の

会
議
録
は
、
企
画
課
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。》
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＊
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
当
た
り
前
に

暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
す
と
い
う
理
念




